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商工貯蓄共済
あなたも家族もまるごと守る

お 申 し 込 み は

北 海 道 商 工 会 連 合 会

全国商工会会員福祉共済

商　工　会

貯
蓄
保
障
融
資

明日に
ジャンプ !!北海道商工会連合会　〒060-8607 札幌市中央区北1条西7丁目　プレスト1・7ビル

TEL（011）251-0101／FAX（011）271-4804
編集人 ： 事務局長 野原 宏／定価 ： 1部50円／奇数月1日発行
会員の年間講読料は会費に含めていただいております。

　
「
平
成
30
年
度
東
北
六
県
・
北
海

道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
及

び
第
18
回
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工

会
女
性
部
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
」
が
、
７
月
11
日
・
12
日
の
両
日
、

札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
東
北
六
県
と
北

海
道
の
商
工
会
女
性
部
員
を
対
象
に

毎
年
開
催
し
て
お
り
、
本
年
度
は
北

海
道
が
８
年
ぶ
り
に
幹
事
と
し
て
開

催
し
、
東
北
か
ら
１
９
０
名
、
道
内

か
ら
４
４
０
名
、
合
わ
せ
て
６
３
０

名
の
女
性
部
員
が
出
席
し
た
。

　

初
日
の
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

で
は
、
各
県
・
北
海
道
か
ら
選
ば
れ

た
代
表
者
７
名
に
よ
る
「
女
性
部
活

動
に
参
加
し
て
」「
女
性
部
活
動
と

地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」の
各
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

北
海
道
か
ら
は
湧
別
町
商
工
会
女

性
部
の
深
澤
繁
子
さ
ん
が
「
チ
ガ
イ

の
わ
か
る
カ
レ
ー
で
ま
ち
を
元
気

に
！
」
と
題
し
て
発
表
し
、
北
海
道

の
代
表
と
し
て
は
平
成
21
年
度
以
来

９
年
ぶ
り
と
な
る
「
最
優
秀
賞
」
を

受
賞
し
た
。

　

深
澤
さ
ん
は
、
11
月
に
兵
庫
県
で

開
催
さ
れ
る
第
20
回
商
工
会
女
性
部

全
国
大
会
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と

　

道
商
工
連
は
、
７
月
13
日
、
札
幌

市
内
の
ホ
テ
ル
で
全
道
商
工
会
リ
ー

ダ
ー
等
研
修
会
を
開
催
し
、
全
道
か

ら
商
工
会
の
役
員
等
約
80
名
が
参
加

し
た
。

　

本
研
修
は
、
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
知
識
や
情
報
を
共
有
し
、
商

工
会
事
業
の
円
滑
な
推
進
と
地
域
の

振
興
・
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
本
年
度
は
、
当
別
町

企
画
部
道
の
駅
室
の
三
上
晶
室
長
を

招
い
て
『
北
欧
の
風 

道
の
駅
と
う

べ
つ
に
よ
る
地
方
創
生
の
取
り
組

み
』
と
題
し
て
、
昨
年
９
月
に
道
の

駅
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
の
経
緯
と

そ
の
役
割
、
地
域
商
社
に
よ
る
取
組

な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

講
演
で
は
、
道
の
駅
事
業
を
通
じ

し
て
、
全
国
最
優
秀
賞
を
目
指
し
、

出
場
す
る
。

　

続
く
基
調
講
演
で
は
、
前
旭
山
動

物
園
園
長
の
小
菅
正
夫
氏
が
、「
再

生
の
原
動
力
～
日
本
最
北
の
動
物
園

を
日
本
一
に
」
と
題
し
、
講
演
を

行
っ
た
。

　

研
修
会
終
了
後
に
は
交
流
会
を
開

催
し
、
各
県
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
を
深
め
た
。

　

翌
日
の
全
体
研
修
会
で
は
、
北
海

道
内
の
女
性
部
の
お
も
て
な
し
交
流

事
業
の
取
組
に
つ
い
て
、
事
例
発
表

と
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
で
紹
介
し
た
。

　

来
年
度
の
同
研
修
会
は
、
７
月
に

福
島
県
で
開
催
さ
れ
る
。

て
、
具
体
的
な
目
標
設
定
や
振
り
返

り
と
い
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
重
要
性
を

再
認
識
し
、
特
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
お
い
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
お

客
様
像
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

つ
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
た
。

　

ま
た
、
道
の
駅
の
管
理
運
営
を
担

う
地
域
商
社
の
取
組
に
つ
い
て
も
触

れ
、
Ｐ
Ｒ
事
業
等
の
展
開
に
よ
り
道

の
駅
開
業
か
ら
の
約
９
ヶ
月
で
来
場

者
が
66
万
人
を
超
え
、
交
流
人
口
の

増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
報
告

さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
三
上
室
長
は
「
他
地
域

と
の
連
携
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
皆
様
か
ら
の
ご
連

絡
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
」
と
述
べ
、
他
地
域
と
の
連

携
強
化
を
訴
え
た
。

「
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
」
を
開
催

「
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
」
を
開
催

主張発表北海道代表　深澤繁子さん(湧別町)

全
道
商
工
会

リ
ー
ダ
ー
等
研
修
会
を
開
催

北海道の味覚が札幌に大集結！

2018.9.19（水）～24（月）
丸井今井札幌本店 大通館9階催事場

出展者数：58企業
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北
海
道
経
済
産
業
局
長
か
ら

感
謝
状

小
規
模
企
業
共
済

加
入
促
進
で
表
彰

　

今
年
５
月
の
全
国
商
工
会
連
合
会

の
総
会
に
お
い
て
新
会
長
に
就
任
し

た
森
会
長
（
鹿
児
島
県
連
会
長
）
が

６
月
15
日
来
会
し
、
道
商
工
連
の
荒

尾
会
長
と
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計

画
の
見
直
し
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

森
会
長
は
、
中
小
企
業
政
策
審
議

会
小
規
模
企
業
政
策
基
本
問
題
小
委

員
会
の
委
員
に
就
任
し
て
お
り
、
小

規
模
企
業
の
地
域
に
お
け
る
現
状
や

商
工
会
の
支
援
事
業
の
推
進
課
題
の

声
を
聴
く
た
め
、
全
国
の
都
道
府
県

連
を
訪
問
し
、
関
係
者
と
意
見
を
交

わ
し
て
い
る
。

　

荒
尾
会
長
は
意
見
交
換
の
中
で
、

小
規
模
商
工
会
が
多
い
道
内
の
現
状

　

道
商
工
連
は
、
経
済
産
業
省
の
施

策
を
有
効
活
用
し
、
北
海
道
経
済
の

活
性
化
や
産
業
の
発
展
へ
大
き
く
貢

献
、
併
せ
て
施
策
の
推
進
に
対
す
る

功
績
と
し
て
、
北
海
道
経
済
産
業
局

（
児
嶋
秀
平
局
長
）
か
ら
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
た
。

　

道
内
商
工
会
の
経
営
発
達
支
援
計

画
の
策
定
支
援
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
地
域
の
経
済
動
向
調
査
」
に
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
を
行

い
、
経
営
発
達
支
援
事
業
の
推
進
に

活
用
し
た
こ
と
や
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
災
害
へ
の
緊
急
時
の
対

応
能
力
を
高
め
る
た
め
、
専
門
家
派

遣
を
活
用
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
推
進
に

積
極
的
に
取
組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
。

　

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
（
中
小
機
構
）
が
運
営
す
る

小
規
模
企
業
共
済
制
度
で
平
成
29
年

度
の
加
入
実
績
が
顕
著
だ
っ
た
洞
爺

湖
町
商
工
会
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

洞
爺
湖
町
商
工
会
に
、
中
小
機
構

の
若
松
共
済
部
長
が
７
月
３
日
に
訪

れ
、
鈴
木
雅
善
商
工
会
長
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

鈴
木
会
長
は
「
役
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
地
道
に
活
動
し
た
成
果
が
認

め
ら
れ
た
。
今
後
も
地
元
企
業
へ
貢

献
す
る
た
め
、
様
々
な
事
業
に
商
工

会
と
し
て
活
発
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

や
、
少
人
数
の
職
員
の
中
で
着
実
に

成
果
を
上
げ
た
伴
走
型
支
援
事
例
等

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
業
務
量
が

増
加
す
る
一
方
で
、
職
員
の
増
加
が

図
れ
な
い
課
題
な
ど
を
訴
え
た
。

全
国
連 

森
会
長
来
道

感
謝
状
を
手
に
、
決
意
を
新
た
に
す
る
鈴
木
会
長

児
嶋
道
経
済
産
業
局
長（
右
）か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

冒
頭
で
挨
拶
す
る
森
会
長
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道
商
工
青
連
（
大
森
美
秋
会
長
）

は
、
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
に
よ

る
「
第
１
回
商
品
力
強
化
支
援
研
究

会
」
を
７
月
３
日
に
札
幌
市
内
で
開

催
し
た
。

　

本
研
究
会
は
、
平
成
19
年
度
よ
り

経
営
革
新
に
意
欲
的
な
商
工
会
青
年

部
員
を
対
象
に
、
商
工
会
地
域
の
地

域
資
源
の
掘
り
お
こ
し
と
、
新
商
品

開
発
及
び
既
存
商
品
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
作
成
支
援
に
加
え
、
首
都
圏
で
開

催
さ
れ
る
展
示
商
談
会
へ
の
参
加
に

つ
い
て
も
支
援
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
昨
年
度
の
商
談
実
績
は
、
商
談

中
も
含
め
て
45
社
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
１
回
研
究
会
で
は
、
12
名
の
参

加
者
と
６
名
の
専
門
家
等
に
、
道
青

連
役
員
を
加
え
た
計
29
名
が
出
席
し
、

参
加
企
業
が
試
作
し
た
「
フ
ロ
ー
ズ

ン
ヨ
ー
グ

ル
ト
」
や

「
や
ま
べ

の
昆
布
巻

き
」
な
ど

の
地
域
資

源
を
活
用

し
た
個
性

豊
か
な
商

品
を
試
食

し
、
専
門

家
等
が
地
域
を
代
表
す
る
売
れ
る
商

品
作
り
を
目
指
し
て
助
言
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
３
月
ま
で
５
回
の
研
究
会

を
開
催
し
、
商
品
設
計
プ
ラ
ン
や
規

格
書
の
作
成
手
法
等
を
学
ぶ
。　

　

道
職
員
協
議
会
（
西
篤
会
長
）
の

通
常
代
議
員
総
会
が
６
月
20
日
札
幌

市
で
開
催
さ
れ
、
50
名
の
代
議
員
が

出
席
し
た
。

　

冒
頭
で
共
済
事
業
の
加
入
推
進
に

尽
力
し
た
職
員
２
名
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
後
、
議
案
審
議
で
は
今
年
度

の
重
点
事
業
と
し
て
、「
経
営
発
達

支
援
事
業
と
伴
走
型
小
規
模
事
業
者

支
援
推
進
事
業
の
推
進
」
な
ど
に
取

組
む
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
西
篤
氏
（
真

狩
村
経
営
指
導
員
）
が
再
任
さ
れ
た
。

選
任
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
会
長
】西
篤（
再
）真
狩
村

【
副
会
長
】橋
本
三
樹
彦（
再
）湧
別
町
、

佐
々
木
健一（
新
）足
寄
町
、堺
靖
典（
再
）

美
瑛
町

【
理
事
】竹
原
陽
一（
新
）当
別
町
、高
野

政
弘（
新
）妹
背
牛
、相
馬
智
広（
新
）

松
前
、釣
谷
英
雅（
新
）厚
沢
部
、泉
洋
一

（
再
）小
平
町
、角
田
浩
二（
新
）浜
頓

別
町
、平
野
尊
之（
再
）豊
浦
町
、齊
藤

二
三
人（
新
）新
ひ
だ
か
町
、長
谷
川
英

克（
新
）釧
路
町
、國
奥
志
也（
新
）中
標

津
町
、坂
林
尚
美（
新
）月
形
、高
橋
寿
宜

（
新
）幌
加
内
町
、山
下
晶
子（
新
）せ
た

な
、笠
松
祥
彦（
新
）大
樹
町

　

宗
谷
管
内
商
工
連
（
中
村
忠
勝
会

長
）
は
、
７
月
24
日
に
札
幌
市
内
で

稚
内
商
工
会
議
所
（
中
田
伸
也
会

頭
）
と
共
に
、「
国
土
強
靭
化
の
着

実
な
推
進
」
や
「
地
域
経
済
再
生
に

向
け
た
国
の
財
政
政
策
の
促
進
に

つ
い
て
」
な
ど
社
会
資
本
整
備
の

ほ
か
特
別
提
案
と
し
て
「
Ｊ
Ｒ
宗

谷
本
線
（
名
寄
～
稚
内
間
）
の
路

線
維
持
と
安
定
運
行
の
促
進
に
つ

い
て
」
な
ど
51
項
目
に
つ
い
て
、
道
、

道
開
発
局
、

道
経
産
局

な
ど
の
関

係
機
関
に

対
し
問
題

解
決
に
向

け
要
望
を

行
っ
た
。

　

本
研
修
会
の
参
加
に
よ
り
、
経
営

力
向
上
と
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向

上
を
図
り
、
地
域
を
代
表
す
る
企
業

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
発
展
が

期
待
さ
れ
る
。

本制度についてのお問い合わせ、お申し込みは

お近くの 商工会 又は 北海道商工会連合会 へ

年金だけでは不十分で、不安がある
自分で積み増しするには、どんなものがあるの？

商
品
力
強
化
支
援

　

研
究
会
が
ス
タ
ー
ト

商
品
力
強
化
支
援

　

研
究
会
が
ス
タ
ー
ト

道
商
工
青
連

道
商
工
青
連

道
職
員
協
議
会
30
年
度

　
通
常
代
議
員
総
会
を
開
催

宗
谷
管
内
商
工
連
が

　
関
係
行
政
機
関
等
へ
要
望

（左から）中村会長、中田会頭、
和泉晶裕北海道開発局長
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企
業
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
商
工
会
も
一
緒
に
取
組
み
ま
す

天
塩
共
同
印
刷
株
式
会
社

補
助
事
業
等
活
用

に
向
け
た
組
織
変
更

～ 

留
萌
管
内　
天
塩
町 

～

　

天
塩
共
同
印
刷

㈱
（
稲
垣
満
代
表
取

締
役
社
長
）
は
、
天

塩
で
唯
一
の
印
刷
業

者
と
し
て
、
地
元
に

必
要
と
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
、
オ

ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
機
の
導
入
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
発
信
に
よ
る
新

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
な
ど
精
力

的
に
活
動
し
て
い
る
。

　

当
社
は
長
年
の
間
、
技
術
者
が
経

営
共
同
体
と
な
る
「
企
業
組
合
」
の

組
織
形
態
を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
組
織
形
態
で
は
、
小
規

模
事
業
者
向
け
の
各
種
補
助
事
業
の

対
象
外
と
な
る
こ
と
が
近
年
増
え
た

た
め
、
組
織
変
更
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

相
談
を
受
け
た
商
工
会
で
は
、
専

門
家
派
遣
等
で
、
煩
雑
な
変
更
プ
ロ

セ
ス
を
一
元
的
に
処
理
す
る
な
ど
の

支
援
を
行
い
、
今
年
２
月
に
「
株
式

会
社
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

焼
き
肉　
太
門

村
唯一の
焼
き
肉
店

い
い
肉
を
手
軽
に
食
べ
て
ほ
し
い

～ 

石
狩
管
内　
新
篠
津
村 

～

　

当
村
出
身
の
店

主
鶴
羽
真
樹
さ
ん

は
札
幌
の
焼
肉
店

で
経
験
を
積
み
、
平

成
11
年
に
地
元
に

「
焼
き
肉
太
門
」
を
開
業
し
た
。

　

肉
は
注
文
を
受
け
て
か
ら
店
主
が

手
切
り
し
提
供
す
る
。
妻
と
妻
の
母

も
手
伝
い
、
３
人
で
店
を
切
り
盛
り

し
て
い
る
。

　

経
営
改
善
を
目
指
し
、
持
続
化
補

助
金
の
活
用
に
つ
い
て
商
工
会
に
相

談
し
、
申
請
書
類
作
成
か
ら
事
業
実

行
、
報
告
書
類
の
作
成
ま
で
き
め
細

や
か
な
指
導
を
受
け
た
。

　

平
成
28
年
ま
で
は
宣
伝
広
告
を
行

わ
ず
、
固
定
客
向
け
の
営
業
だ
っ
た

が
、支
援
を
受
け
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
開
設
し
た
事
に
よ
り
、
店
内
の
状

況
、
メ
ニ
ュ
ー
、
価
格
等
の
発
信
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
新
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
も
始
め
た
。

　

平
成
29
年
は
、
店
内
を
改
装
し
、

全
て
の
利
用
客
に
安
心
し
て
来
店
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
前

年
に
作
成
し
た
「
ロ
ゴ
」
を
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、

駐
車
場
の
看
板
に
も
統
一
し
て
使
用

し
、
ひ
と
目
で
店
舗
が
わ
か
る
よ
う

に
し
た
。
来
客
に
つ
い
て
は
、
村
内
、

近
隣
の
月
形
町
や
岩
見
沢
市
北
村
地

区
に
新
聞
折
込
で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

新
規
顧
客
を
呼
込
み
、
大
幅
な
売
上

と
収
益
率
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

　

平
成
30
年
６
月
に
は
、
細
や
か
な

経
営
計
画
作
成
指
導
を
受
け
、
し
ん

し
の
つ
産
直
市
場
内
に
カ
フ
ェ
「
Ｉ

Ｌ
・
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｏ
（
イ
ル
・
ラ
ー
ゴ
）」

を
新
規
開
店
し
た
。

　

鶴
羽
さ
ん
は
「
苦
し
い
時
期
を
乗

り
越
え
気
づ
い
た
の
は
、
店
の
原
点

で
あ
る
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
お
客

様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
し
た
」
と

話
し
て
く
れ
た
。

　

佐
久
間
勇
次
専
務
は
「
商
工
会
の

お
陰
で
円
滑
に
手
続
き
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
新
社
名
の
浸
透

を
含
め
た
販
路
拡
大
等
事
業
展
開
に

つ
い
て
も
引
続
き
相
談
に
の
っ
て
も

ら
い
、
補
助
事
業
の
申
請
や
活
用
、

事
業
承
継
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の

様
々
な
準
備
な
ど
、
今
後
も
商
工
会

の
支
援
を
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

支
援
担
当 

経
営
指
導
員 

関
正
博

　

代
表
の
鶴
羽
さ
ん
は
、
商
工
会
の

各
種
事
業
に
も
積
極
的
に
協
力
を
頂

い
て
い
る
。
持
続
化
補
助
金
の
活
用

を
き
っ
か
け
に
、
代
表
と
奥
様
が
よ

り
店
舗
経
営
に
積
極
的
に
な
り
、
今

回
の
新
店
舗
出
店
に
繋
が
っ
た
。

　

商
工
会
と
し
て
も
巡
回
訪
問
を
通

じ
て
更
な
る
発
展
に
向
け
、
積
極
的

に
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

支
援
担
当 

経
営
指
導
員 

矢
野
剛
士

　

後
継
者
で
あ
る
専
務
の
佐
久
間
さ

ん
は
商
工
会
青
年
部
長
と
し
て
も
活

躍
さ
れ
、
人
を
惹
き
つ
け
る
人
柄
で

商
工
会
事
業
を
は
じ
め
地
元
各
経
済

団
体
青
年
部
と
の
連
携
を
け
ん
引
す

る
な
ど
、
天
塩
町
の
未
来
を
担
う
人

物
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

顧
客
を
第
一
に
考
え
、
取
引
先
企

業
の
成
長
が
当
社
の
経
営
発
展
に
も

つ
な
が
る
と
心
掛
け
て
お
ら
れ
、
商

工
会
と
し
て
も
事
業
承
継
や
経
営
基

盤
の
強
化
に
向
け
、
今
後
も
支
援
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
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る
。
特
に
毎
日
提
供
部
位
が
変
わ
る

ス
テ
ー
キ「
く
ろ
べ
こ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

は
、高
価
な
和
牛
を
低
価
格（
３
０
０

ｇ
１
，
７
８
０
円
）
で
楽
し
め
る
こ

と
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
話
題
と
な
り
、

多
く
の
お
客
様
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

山
口
社
長
は
町
内
の
飲
食
店
６
店

で
構
成
す
る
「
地
産
地
消
の
会
」
の

会
長
を
務
め「
ニ
シ
パ
の
恋
人
ラ
ン
チ
」

や
、
平
取
高
校
の
料
理
同
好
会
「
ト

マ
ト
ク
ラ
ブ
」
と
の
連
携
事
業
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
昨
年

か
ら
、
商
工
会
の
理
事
も
務
め
、「
今

後
も
積
極
的
に
商
工
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
平
取
町
の
食
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

株
式
会
社
び
ら
と
り
ミ
ー
ト

（
和
牛
レ
ス
ト
ラ
ン
く
ろ
べ
こ
）

　
び
ら
と
り
和
牛
を
全
国
に
発
信

～
日
高
管
内　
平
取
町
～

　

㈱
び
ら
と
り
ミ
ー

ト（
山
口
尚
之
社
長
）

は
平
成
22
年
４
月
に

創
業
。

　

び
ら
と
り
和
牛

は
、
あ
っ
さ
り
と
し
た
脂
と
味
の
濃

い
赤
身
が
特
徴
で
あ
る
。
良
質
な
土

壌
や
牧
草
な
ど
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

と
生
産
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
研
究
や
努
力

に
よ
っ
て
、
80
％
以
上
が
Ａ
４
ラ
ン

ク
以
上
と
な
っ
て
い
る
。　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
和
牛
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
、
道
内
１
位
を
獲
得
す
る
な

ど
認
知
度
が
高
く
、
更
な
る
販
売
強

化
に
向
け
た
事
業
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

山
口
社
長
は
、
経
営
数
値
を
基
に

自
ら
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
、
必
要
な

設
備
を
地
場
産
業
振
興
補
助
金
や
持

続
化
補
助
金
を
活
用
し
て
導
入
し
、

伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事

業
で
は
、
東
京
で
の
商
談
会
に
出
展

す
る
な
ど
積
極
的
に
事
業
展
開
し
、

通
販
に
も
力
を
注
ぎ
売
上
は
順
調
に

伸
び
て
い
る
。

　

会
社
が
運
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の

く
ろ
べ
こ
で
は
、「
１
頭
買
」
で
仕

入
れ
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
、
ス

テ
ー
キ
は
も
と
よ
り
地
元
の
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
パ
ス
タ
な
ど

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い

　

６
月
12
日
、
全
道
商
工
会
経
営
指

導
員
研
修
会
に
あ
わ
せ
、
全
道
の
経

営
指
導
員
が
日
頃
取
組
ん
で
い
る
経

営
支
援
の
事
例
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

　

発
表
会
は
、
本
年
12
月
に
福
岡
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
経
営
支
援
事
例

発
表
大
会
の
選
考
を
兼
ね
て
お
り
、

審
査
の
結
果
、
利
尻
富
士
町
の
柴
田

経
営
指
導
員
が
最
優
秀
賞
と
な
り
北

海
道
代
表
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

支
援
担
当
経
営
指
導
員
釜
沢
等

　

山
口
さ
ん
は
、
創
業
す
る
ま
で
町

の
温
泉
の
施
設
長
兼
料
理
長
を
務
め

る
な
ど
、
肉
の
知
識
が
豊
富
な
専
門

家
と
し
て
地
域
の
方
か
ら
も
信
頼
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
取
特
産
の
ト
マ
ト

も
含
め
発
信
力
が
あ
り
、
心
強
く
、

今
後
と
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

人
事
異
動

人
事
異
動

経
営
支
援
事
例
発
表
会
を
開
催

経
営
支
援
事
例
発
表
会
を
開
催

商
工
会
人
事
（
７
月
１
日
）

︿
事
務
局
長
﹀
▽
池
田
町
商
工
会
事

務
局
長
竹
島
知
久
（
新
任
）

︻
退
職
︼（
４
月
30
日
）

︿
事
務
局
長
﹀
▽
池
田
町
商
工
会
事

務
局
長
井
上
圭
一

（
６
月
30
日
）

︿
事
務
局
長
﹀
▽
天
塩
商
工
会
事
務

局
長
相
原
篤
生

道
商
工
連
人
事

︻
退
職
︼（
８
月
９
日
）

▽
総
務
課
主
幹
可
児
宏
幸

ブロック 管　 内 商 工 会 発 表 者 テ　ー　マ

道　南 渡　島 知内町 吉田　竜介 伴走型支援による、地域事業者の持続・発展に向けて

道　央 日　高 様似町 河合　尚任 小さな町の事業計画策定支援
～ 同業種の成功事例から学んだ原点回帰策 ～

道　北 宗　谷 利尻富士町 柴田　　実 インバウンドに対応したホスピタリティの向上を通した
販売促進支援

道　東 根　室 標津町 会田　賢司 買い物弱者支援対策事業
～ 移動販売車事業の取組みについて ～
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管
内
通
信

管
内
通
信

　

砂
原
商
工
会
（
岩
井
光
雄
会
長
）

が
創
立
30
周
年
を
迎
え
、
７
月
６
日

に
森
町
内
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
で
記

念
式
典
と
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。　
　
　

　

記
念
式
典
に
は
、
会
員
や
町
内
の

各
団
体
、
森
町
議
、
渡
島
管
内
の
商

工
会
関
係
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
参

加
し
、
節
目
の
年
を
盛
大
に
祝
っ
た
。

　

物
故
者
へ
の
黙
祷
に
続
き
、
岩
井

会
長
は
「
砂
原
商
工
会
は
平
成
元
年

に
道
内
で
最
も
新
し
い
商
工
会
と
し

て
誕
生
し
、
今
年
節
目
の
年
を
迎
え

た
。
人
口
減
少
と
人
手
不
足
が
重
要

な
問
題
で
あ
り
、
観
光
客
を
呼
込
む

な
ど
課
題
解
決
に
向
け
、
関
係
機
関

や
行
政
と
一
致
団
結
し
て
、
地
域
経

済
の
発
展
に
取
組
た
い
。
ま
た
、
森

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
納
税
額
約

30
億
円
の
返
礼
品
の
う
ち
約
８
割
を

当
会
員
の
水
産
加
工
業
者
が
取
扱
っ

て
お
り
、
全
国
へ
の
知
名
度
ア
ッ
プ

に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
の
30
周
年
を

機
に
来
年
度
か
ら
『
森
町
さ
わ
ら
商

工
会
』
へ
改
称
を
予
定
し
て
い
る
」

と
報
告
し
式
辞
を
述
べ
た
。

　

功
労
者
表
彰
で
は
、
組
織
の
育
成

や
商
工
会
の
運
営
に
あ
た
り
功
績
の

あ
っ
た
元
役
員
や
元
職
員
23
人
に
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
被

表
彰
者
を
代
表
し
、
元
理
事
の
谷
内

田
亨
氏
か
ら
謝
辞
が
あ
っ
た
。
続
い

て
来
賓
の
梶
谷
森
町
長
、
冨
原
道
議

会
議
員
、
野
村
町
議
会
議
長
、
小
田

原
渡
島
総
合
振
興
局
長
、
前
田
前
衆

議
院
議
員
ら
５
名
が
祝
辞
を
述
べ
、

来
賓
紹
介
と
祝
電
披
露
が
行
わ
れ
た
。

　

引
続
き
、
岩
井
会
長
の
挨
拶
後
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
函
館
支
店
長
の

乾
杯
で
祝
賀
会
が
始
ま
っ
た
。
森
町

ゆ
か
り
の
歌
手
等
に
よ
る
余
興
や
、

砂
原
神
楽
会
が
伝
統
芸
能
の
松
前
神

楽
を
披
露
し
た
。
渡
島
管
内
商
工
連

川
又
副
会
長
（
七
飯
町
）
の
乾
杯
で
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
終
宴
し
た
。

　

ま
た
、
30
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
８
月
14
日
に
「
さ
わ
ら
恋

来
い
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
歌

謡
シ
ョ
ー
や
花
火
大
会
で
多
く
の
来

場
客
で
賑
わ
っ
た
。

　

30
年
を
契
機
と
し
て
、
地
域
発
展

の
た
め
商
工
会
へ
の
期
待
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。

　

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
原
田
雅
彦
選

手
や
髙
梨
沙
羅
選
手
の
出
身
地
で
あ

り
、
道
内
有
数
の
温
泉
街
層
雲
峡
が

あ
る
上
川
町
は
、
昨
今
観
光
客
の
減

少
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

上
川
町
内
の
観
光
庭
園
「
大
雪
森

の
ガ
ー
デ
ン
」
で
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運

営
に
携
わ
っ
て
い
る
塚
原
敏
夫
社
長

は
、
上
川
町
を
流
れ
る
大
雪
山
系
の

良
質
な
水
と
、
近
隣
で
作
ら
れ
た
道

産
の
酒
米
に
着
目
し
、
酒
蔵
で
地
域

に
人
を
呼
込
も
う
と
、
昨
年
５
月
、

北
海
道
で
戦
後
初
の
酒
蔵
会
社
上
川

大
雪
酒
造
㈱「
緑
丘
蔵
」を
開
設
し
た
。

　

同
酒
蔵
は
鉄
骨
造
り
２
階
建
て

延
べ
３
８
０
㎡
と
酒
蔵
と
し
て
は
コ

ン
パ
ク
ト
な
作
り
で
、「
少
量
仕
込

み
、
少
量
生
産
」
で
高
品
質
な
日

本
酒
づ
く
り
を
目
指
す
と
共
に
、
町

の
人
に
気
軽
に
飲
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
北
海
道

弁
で
「
飲
ま

さ
る
」
酒
づ

く
り
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し

て
い
る
。

　

現
在
、
蔵

で
の
販
売
は

行
っ
て
お
ら

ず
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
ま
た
は
町

内
の
小
売
店
等
７
箇
所
で
販
売
し
て

お
り
、
本
年
度
中
に
は
酒
蔵
の
敷
地

内
に
販
売
シ
ョ
ッ
プ
を
増
設
し
、
観

光
客
に
市
街
地
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら

う
仕
組
づ
く
り
を
計
画
中
だ
。

　

ま
た
、
年
間
十
数
ト
ン
に
な
る
副

産
物
の
酒
粕
の
活
用
方
法
が
検
討
さ

れ
、
町
内
で
酒
粕
を
活
用
し
た
料
理

を
開
発
し
、
提
供
す
る
飲
食
店
も

増
え
て
い
る
。
鎌
田
康
雄
商
工
会
長

の
経
営
す
る
あ
さ
ひ
食
堂
で
は
、
こ

の
酒
粕
を
使
っ
た
「
酒
蔵
ラ
ー
メ
ン
」

を
提
供
し
、
緑
丘
蔵
が
目
指
す
地

方
創
生
へ
の
取
組
を
応
援
し
て
い
る
。

　

商
工
会
は
酒
粕
を
利
用
し
た
商
品

開
発
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
専

門
家
派
遣
等
に
よ
る
支
援
を
強
化
し

て
お
り
、
ま
た
酒
粕
に
関
連
し
た
会

員
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
も
積
極

的
に
支
援
し
た
い
考
え
だ
。
鎌
田
会

長
は
「
層
雲
峡
か
ら
市
街
地
へ
の
人

の
流
れ
が
新
た
に
生
ま
れ
る
こ
と
で
、

経
済
効
果
も
大
い
に
高
ま
る
の
で
は

な
い
か
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

月
形
商
工
会
青
年
部
（
福
村
卓
也

部
長
）
で
は
、
町
特
産
の
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス「
月
形
ま
ん
ま
る
ト
マ
ト
」

を
使
っ
た
レ
ッ
ド
ア
イ
（
ビ
ー
ル
に

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
加
え
た
も
の
）

を
開
発
。
７
月
20
日
の
農
協
主
催
の

ビ
ー
ル
祭
り
で
お
披
露
目
を
し
た
。

　

月
形
町
に
は
通
年
で
販
売
で
き
る

特
産
品
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成

28
年
度
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
検
討
に
着
手
。
町
の
調
査
研
究
費

を
活
用
し
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た

物
産
展
を
視
察
し
た
際
に
既
存
の
特

産
品
を
活
用
し
た
新
た
な
商
品
開
発

の
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

　

原
料
と
な
る
「
月
形
ま
ん
ま
る
ト

マ
ト
」
は
、
地
元
契
約
農
家
が
作
る

月
形
町
産
完
熟
ト
マ
ト｢

桃
太
郎｣

の
み
を
使
用
し
、
町
振
興
公
社
が
製

造
。
糖
度
６
％
以
上
が
最
低
条
件
と

な
っ
て
い
る
無
塩
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

で
、
町
を
代
表
す
る
特
産
品
だ
。

　

具
体
的
な
開
発
に
向
け
、
平
成
29

年
度
に
小
樽
市
に
あ
る
北
海
道
麦
酒

上川
管内

空知
管内

上
川
大
雪
酒
造
株
式
会
社

　
「
緑
丘
蔵

　
（
り
ょっ
き
ゅ
う
ぐ
ら
）」

地
元
産
ト
マ
ト

１
０
０
％
で
作
る

新
た
な
特
産
品
が
誕
生
！

渡島
管内
砂
原
商
工
会

　
創
立
30
周
年
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醸
造
㈱
へ
試
作
品
の
製
造
を
依
頼
し
、

青
年
部
の
例
会
や
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
重
ね
た

結
果
、
ビ
ー
ル
は
一
般
的
な
大
麦
で

は
な
く
、
爽
や
か
な
口
当
た
り
と
程

よ
い
酸
味
が
あ
る
小
麦
を
使
用
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

商
品
名
は
「
Ｔ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
」と
し
、ア
ル
コ
ー

ル
度
数
は
飲
み
や
す
い
5
％
。
価
格

は
３
３
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
瓶

で
５
５
０
円
。
初
年
度
は
3
千
本
を

製
造
す
る
。

　

販
売
は
、
町
内
の
小
売
店
や
飲
食

店
で
の
提
供
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
す
る
こ
と
も
予
定
し

て
い
る
。

　

福
村
青
年
部
長
は
「
行
政
と
農
業

者
、
商
工
業
者
が
連
携
し
た
こ
と
に

大
き
な
意
味
が
あ
る
。
今
後
は
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
に
向
け
取
組
ん
で
行
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

平
取
町
二
風
谷
（
に
ぶ
た
に
）
に
、

4
月
15
日
、
町
内
で
初
め
て
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス「
ｙ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ（
ヤ
ン
ト
）」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ヤ
ン
ト
と
は
ア

イ
ヌ
語
で
「
宿
」
の
意
味
。
経
営
す

る
の
は
、
萱
野
公
裕
さ
ん
。

　

萱
野
さ
ん
は
平
取
町
出
身
で
、
20

歳
の
時
神
奈
川
県
の
機
械
設
計
会
社

に
就
職
。
長
期
休
暇
を
利
用
し
て
国

内
外
を
旅
す
る
う
ち
、
次
第
に
地
元

の
魅
力
に
気
づ
き
、「
ア
イ
ヌ
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
国
内
外
の
人
に
伝

え
た
い
」
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
開
業

を
思
い
つ
い
た
。

　

平
成
25
年
に
勤
め
て
い
た
会
社
を

退
職
し
、
旭
川
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

半
年
ほ
ど
住
み
込
み
、
経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
開
業
後
の

外
国
人
宿
泊
者
に
対
応
す
る
た
め

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
語
学
研
修
を
受
け
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
働
き
な
が
ら

語
学
力
を
磨
い
た
。

　

商
工
会
で
は
、
開
業
に
向
け
、
町

の
起
業
化
支
援
事
業
補
助
金
の
申
請

や
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
の
斡
旋

を
支
援
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
ア
イ
ヌ
民
具

や
世
界
の
先
住
民
族
の
絵
画
な
ど
を

展
示
す
る
萱
野
茂
二
風
谷
ア
イ
ヌ
資

料
館
に
隣
接
し
て
い
る
。

　

木
造
平
屋
建
て
、
床
面
積
約

１
０
０
㎡
。
客
室
は
４
室
で
各
部
屋

に
２
段
ベ
ッ
ド
を
二
つ
ず
つ
備
え
４

人
の
相
部
屋
と
し
た
。
共
同
で
使
え

る
リ
ビ
ン
グ
や
自
炊
用
の
台
所
の
ほ

か
、
長
期
滞
在
者
用
に
無
料
で
使
え

る
洗
濯
機
も
設
置
し
た
。

　

宿
内
に
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
広
く

発
信
す
る
た
め
、
ア
イ
ヌ
民
族
に
関

す
る
書
籍
や
映
像
資
料
を
そ
ろ
え
て

い
る
。
萱
野
さ
ん
は
「
多
く
の
人
に

ア
イ
ヌ
文
化
に
触
れ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

年
中
無
休
。
素
泊
ま
り

　

１
泊
３
，
０
０
０
円
か
ら
。

　

問
合
わ
せ

　

☎
０
１
４
５
７
・
２
・
２
３
３
５

　
「
カ
モ
ン
！
な
か
し
べ
つ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
振
興
推
進
協
議
会
」（
事
務

局
・
中
標
津
町
商
工
会
・
上
原
芳
昭

会
長
）
で
は
、
農
林
水
産
省
の
「
農

山
漁
村
振
興
交
付
金
事
業
」
の
一
環

と
し
て
平
成
29
年
度
か
ら
２
年
間
の

事
業
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
実
施
し
て
い

る
。

　

昨
年
度
は
冬
の
道
東
・
中
標
津
地

域
に
道
内
外
や
外
国
人
観
光
客
を

呼
び
込
む
目
的
で
、「
な
か
し
べ
つ

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

２
０
１
８
」
を
実
施
。

　

見
渡
す
限
り
の
大
雪
原
を
縦
横
無

尽
に
駆
け
巡
る
「
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

体
験
」
や
、
ひ
が
し
北
海
道
初
と
な

る
雪
上
「
ド
リ
フ
ト
体
験
」
を
楽
し

め
る
企
画
を
行
い
、
６
日
間
で
延
べ

１
７
７
名
が
利
用
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
飲
食
店
で
ご
当
地
料

理
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験
後
に
20
店
の
提
携

飲
食
店
・
施
設
で
利
用
で
き
る
「
ラ

ン
チ
ク
ー
ポ
ン
」（
５
０
０
円
相
当
）

を
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
遊
び

と
食
で
冬
の
道
東
を
堪
能
し
て
も

ら
っ
た
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
体
制

の
強
化
と
し
て
、
翻
訳
端
末
の
導
入
、

案
内
看
板
等
の
多
言
語
化
を
進
め
る

と
同
時
に
、
提
携
20
店
の
メ
ニ
ュ
ー

の
多
言
語
化
（
日
本
語
・
英
語
・
中

国
語
）、「
指
さ
し
マ
ッ
プ
」
も
作
成

す
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
好
評

を
得
た
。

　

今
年
度
は
８
月
下
旬
に
、
商
工
会

長
を
は
じ
め
各
関
係
団
体
と
と
も
に
、

台
湾
の
旅
行
会
社
と
メ
デ
ィ
ア
の
各

２
社
に
団
体
旅
行
客
１
８
０
名
の
獲

得
を
目
指
し
て
営
業
活
動
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
の
連

携
や
体
験
内
容
に
乗
馬
と
馬
ソ
リ
を

追
加
し
て
充
実
を
図
る
な
ど
、
管
内

の
住
民
は
も
と
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
ま
で
滞
在
観
光
客
の
増
加
に
結
び

つ
け
た
い
と
し
て
い
る
。

　

当
フ
ェ
ア
の
詳
細
は
次
の
サ
イ
ト

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

http://com
eonnakashibetsu.

com
/

日高
管内

根室
管内

ア
イ
ヌ
文
化
の
発
信
拠
点
と

し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
で
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
オ
ー
プ
ン
！

「
カ
モ
ン
！
な
か
し
べ
つ
」

遊
び
と
食
で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
獲
得
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毎年、全道の採用候補者統一試験を行い、 明るく元気
で優秀な人財を152商工会で採用しています！
平成30年4月に採用となった 職員の中から代表して、
お二人にインタビューしました。

様似町商工会
渡部 達貴 さん
記帳専任職員

平成30年4月採用

木古内商工会
畑澤 彩乃 さん
記帳専任職員

平成30年4月採用

　大学時代はソフトテニス部に所属しており、その時の監督
やOBの方々から、仕事についてのお話を聞き、情報の収集
をしている中で、地域の振興・発展のために様々な活動を行
い、地域にとって重要な役割を担っている組織があることを
知り、商工会で働いてみたいと思いました。

　記帳業務や各団体の経理、文書の受付や電話応対などの
事務を担当しております。
　また、町内のお祭りなど各種イベントにも携わっており、イ
ベントの準備から、当日の出店のお手伝いを行い、大変なが
らもやりがいや楽しさを感じています。

　この先どんな仕事をしていくのか、今は分からないことば
かりですが、これからは日々の業務に真摯に取り組みつつ、
2年目以降に活かせるように全体の雰囲気や流れを摑むこと
を心掛けており、前を向いて頑張っていこうと思います。

　実家が商工会員ということもあり、幼いころから商工会に
馴染みがありました。一度は起業したいと考えていたことか
ら経営している方を間近で見れる商工会に魅力を感じ、受験
しました。

　主に記帳業務をしており、そのほかに経理や委託業務、青
年部ＯＢ会やスタンプ店会を担当しております。
　町の人と接することが多く、一日でも早く仕事に慣れるた
めに毎日模索しています。

　木古内商工会に採用となったのは縁があると思っています。
　新人なので未熟なことばかりですが、上司はもちろん、会
員さんが優しいのでたくさん助けていただいています。
　これからは、商工会員や地域住民の方とたくさんふれあい、
人と人のつながりを大切にし、木古内町の魅力をどんどん発
信していけるように頑張りたいと思います。   

★きっかけ★

★きっかけ★

★どんな仕事？★

★どんな仕事？★

★これから★

★これから★

人・企業・地域の未来を創る

平成30年度 商工会職員採用候補者統一選考試験
商工会職員募集商工会職員募集

◆ 試験実施日
　◇ 第２回試験　<一次試験>平成30年11月2日（金）　※申込締切日10月18日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　札幌市・函館市・旭川市・北見市・帯広市・釧路市
　　　　　　　　 <二次試験>平成30年11月22日（木）　札幌市
◆ 説明会開催日
　◇ 単独説明会　平成30年9月27日（木） 札幌市　北海道商工会連合会

採用候補者統一試験の詳しい資料・受験申込書等の必要書類はホームページからダウンロードできます。

http://www.shokokai.or.jp/01/saiyou/index.htm 商工会職員募集

地域のChance
商工会でChallenge
地域のChance
商工会でChallenge

360 の゚出会い
地域から感動
360 の゚出会い
地域から感動
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地
域
と
コ
ラ
ボ
す
る
商
工
会

地
域
と
コ
ラ
ボ
す
る
商
工
会

商
工
会
で
は
自
慢
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
！

地
域
と
コ
ラ
ボ
す
る
商
工
会

地
域
と
コ
ラ
ボ
す
る
商
工
会

地
域
と
コ
ラ
ボ
す
る
商
工
会

商
工
会
で
は
自
慢
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
！

商
工
会
で
は
自
慢
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
！

■
後
志
管
内
喜
茂
別
町

町
内
唯
一
の
宿
泊
所
を

商
工
会
が
運
営

　

喜
茂
別
町
商
工
会（
堀
浩
和
会
長
）

で
は
「
簡
易
宿
泊
所
き
も
べ
つ
」
を

昨
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
を

迎
え
た
。

　

昨
年
８
月
か
ら
本
年
３
月
ま
で
の

実
績
は
、
宿
泊
者
数
３
１
１
名
、
利

用
率
は
７
１
・
８
％
、
客
室
稼
働
率

は
４
１
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
当

初
計
画
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と

な
っ
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
客
と
観
光
客
の
割
合
は

半
々
で
、
設
備
が
良
く
安
価
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
口
コ
ミ
で
も
広
が
り
、

最
近
は
道
外
か
ら
の
観
光
客
利
用
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

宿
泊
所
の
建
物
は
、町
営
住
宅（
１

棟
８
室
）
の
１
階
（
４
室
）
部
分
を

町
の
補
助
金
を
受
け
商
工
会
が
簡
易

宿
泊
所
に
改

装
し
、
こ
れ

を
町
か
ら
無

償
で
借
受
け
、

商
工
会
が
運

営
を
行
っ
て

い
る
。

　

宿
泊
予
約
は
、
商
工
会
で
受
付
し
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、

料
金
の
支
払
い
、
鍵
の
受
け
渡
し
等

は
、
宿
泊
場
所
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
へ

依
頼
し
て
い
る
。

　

宿
泊
所
は
食
事
提
供
を
し
て
い
な

い
た
め
、
宿
泊
者
は
町
内
の
食
堂
や

居
酒
屋
、
コ
ン
ビ
ニ
等
を
利
用
す
る

こ
と
と
な
り
、
会
員
企
業
の
売
上
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

堀
会
長
は
「
宿
泊
所
が
無
か
っ
た

こ
ろ
は
、
お
客
様
が
来
て
も
泊
ま
る

と
こ
ろ
が
無
く
近
隣
の
町
に
行
っ
て

し
ま
う
。
む
な
し
い
気
持
ち
と
な
っ

て
い
た
が
、
今
は
泊
ま
っ
て
滞
在
し

て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
る
。
今
後
は
、

会
員
企
業
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

宿
泊
者
に
対
し
て
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ

ス
が
出
来
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

火災、落雷、破裂・爆発、風災・雪災・ひょう災
物体の落下・飛来・衝突、水ぬれ、騒じょう、盗難、水災

備えは万全ですか？ 
総合火災共済に加入して
安心な毎日を！

備えは万全ですか？ 
総合火災共済に加入して
安心な毎日を！

みなさまのニーズに合わせて大切な財産をしっかりお守りいたします。

お申込み・お問い合わせ お近くの商工会または当組合へ

〒060-0001 札幌市中央区北１条西７丁目 プレスト1・7
Tel.011-231-1322（受付時間 平日9：00～17：00）

http://www.lilac.co.jp/kasaikyosai/　

１階部分が簡易宿泊所となっている
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働
き
方
改
革
関
連
法
が
本
年
７
月

29
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

●
労
働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応

じ
た
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
、
改

正
さ
れ
た
労
働
基
準
法
な
ど
合
わ
せ

て
８
本
の
法
律
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
労
働

時
間
に
関
す
る
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
、
残
業
時
間
に
上
限
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

施
行
時
期
︹
中
小
企
業
２
０
２
０
年

４
月
、
大
企
業
２
０
１
９
年
４
月
︺

●
一
方
、
高
収
入
の
一
部
専
門
職
を

対
象
に
労
働
時
間
の
規
制
か
ら
は
ず

す
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

施
行
時
期
︹
２
０
１
９
年
４
月
︺

●
さ
ら
に
、
法
律
に
は
、
正
社
員
と

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
の
差
を
な
く

す
た
め
、
同
じ
内
容
の
仕
事
に
対
し

て
は
同
じ
水
準
の
賃
金
を
支
払
う「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
の
実
現
や
、
労
働

者
の
健
康
を
確
保
す
る
た
め
客
観
的

な
記
録
な
ど
に
よ
る
労
働
時
間
の
把

握
を
す
べ
て
の
企
業
に
義
務
づ
け
る
こ

と
な
ど
も
盛
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

施
行
時
期
︹
中
小
企
業
２
０
２
１
年

４
月
、
大
企
業
２
０
２
０
年
４
月
︺

●
な
お
、
来
年
４
月
よ
り
施
行
と
な

る
も
の
で
、
中
小
企
業
に
関
係
が
あ

る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

　

有
給
取
得
の
義
務
化

　

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度

　

産
業
医
の
機
能
強
化

●
人
手
不
足
が
続
く
中
、
有
給
休
暇

の
付
与
や
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
、
ま
た
、
ベ

テ
ラ
ン
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等

に
頼
る
こ
と
が
大
き
い
小
規
模
企
業

の
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
い
か
に
進

め
て
い
く
の
か
、
労
使
双
方
に
と
っ

て
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
整
理
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

道
商
工
連
で
は
、
働
き
方
改
革
に

よ
り
生
産
性
向
上
が
求
め
ら
れ
る
中
、

来
年
１
月
、
釧
路
市
に
お
い
て
建
設

業
を
対
象
に
「
生
産
性
向
上
セ
ミ

ナ
ー
」
を
２
日
間
、
開
催
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
課
題
解
決
に
向
け
て
専

門
家
派
遣
等
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
商
工
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

時
間
外
労
働
の
上
限
に
つ
い
て
、
月

45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
を
原
則
と

し
、
臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
で
も
年
７
２
０
時
間
、
単
月

１
０
０
時
間
未
満
（
休
日
労
働
含

む
）、
複
数
月
平
均
80
時
間
（
休
日

労
働
含
む
）
に
限
度
を
設
定
。

―
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
―

　

函
館
市
亀
田
商
工
会
記
帳
専
任

職
員
木
元
菜
穂
子
様
が
７
月
20
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
有
給
休
暇

が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
、
５

日
に
つ
い
て
、
毎
年
、
時
季
を
指
定

し
て
与
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

年
収
１
０
７
５
万
円
以
上
、
高
度
の

専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
業
務
に

従
事
、
労
働
者
の
健
康
確
保
。

事
業
主
は
、
前
日
の
終
業
時
間
と
翌

日
の
始
業
時
間
の
間
に
一
定
時
間
の

休
息
の
確
保
に
務
め
る
。

事
業
者
か
ら
、
産
業
医
に
対
し
て
そ

の
業
務
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要

な
情
報
を
提
供
。
産
業
医
・
産
業
保

健
機
能
の
強
化
を
図
る
。

働
き
方
改
革
に
関
す
る

法
律
の
概
要
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本
事
業
は
、
経
営
発
達
支
援
計
画

の
認
定
を
受
け
た
商
工
会
を
支
援
す

る
た
め
、
小
規
模
事
業
者
や
創
業
予

定
者
が
必
要
と
す
る
専
門
的
知
識
を

有
す
る
専
門
家
等
を
小
規
模
事
業
者

等
の
要
請
に
応
じ
て
無
料
で
派
遣
し
、

経
営
課
題
に
つ
い
て
適
切
な
支
援
を

行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
専
門
家
等
は
同
行
す
る
経

営
指
導
員
等
に
対
し
支
援
手
法
に
関

す
る
助
言
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、

経
営
指
導
員
等
の
経
営
支
援
能
力
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
財
務
分
析
を
は
じ
め
、

経
営
力
向
上
計
画
、
販
売
戦
略
や
既

存
商
品
の
改
良
、
さ
ら
に
早
期
の
準

備
が
必
要
と
さ
れ
る
事
業
承
継
や
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
策
定
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
談
対
応
に
ご
活

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

専
門
家
、
経
営
指
導
員
等
と
と
も

に
経
営
課
題
の
解
決
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
は
最
寄
の
商
工
会

ま
た
は
道
商
工
連
ま
で
〉

協会けんぽ加入者の皆さまへ
インセンティブ（報奨金）制度が始まります

協会けんぽ加入者の皆さまへ
インセンティブ（報奨金）制度が始まります

◎
協
会
け
ん
ぽ
の

　

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
報
奨
金
）

制
度
に
つ
い
て

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
平
成
30
年

度
か
ら
新
た
に
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
（
報
奨
金
）
制
度
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
協
会
け
ん
ぽ
各

支
部
の
加
入
者
及
び
事
業
主
の

皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
等
に
関

す
る
取
組
に
応
じ
て
、
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ（
報
奨
金
）を
付
与
し
、

そ
れ
を
各
支
部
の
『
健
康
保
険

料
率
』
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で

す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
か
ら
同

様
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
が
、

日
本
国
内
の
す
べ
て
の
医
療
保

険
者
（
国
民
健
康
保
険
・
健
康

保
険
組
合
・
共
済
組
合
な
ど
）

に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
制
度
概
要

　

は
じ
め
に
、
制
度
の
財
源
と

な
る
保
険
料
率
と
し
て
、
新
た

に
全
支
部
の
保
険
料
率
の
中
に
、

０
．
０
１
％
を
盛
り
込
み
ま
す
。

　

そ
の
上
で
特
定
健
診
の
実
施

率
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
割
合
な
ど
の
評
価
指
標
を
、

各
支
部
の
偏
差
値
で
得
点
付
け

し
、
合
計
得
点
上
位
過
半
の
支

部
に
、
得
点
数
に
応
じ
た
報
奨

金
を
付
与
し
て
保
険
料
率
を
引

き
下
げ
る
制
度
に
な
り
ま
す
。

　

報
奨
金
は
個
々
の
事
業
所
に

付
与
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
各

支
部
の
保
険
料
率
の
軽
減
に
使

用
さ
れ
ま
す
。

◎
評
価
指
標
に
つ
い
て

　

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
評

価
指
標
は
以
下
の
５
項
目
で
す
。

各
項
目
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

協
会
け
ん
ぽ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
特
定
健
診
等
の
受
診
率

②
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率

③
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
の

減
少
率

④
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
を

受
け
た
要
治
療
者
の
医
療
機

関
受
診
率

⑤
後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合

◎
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

　

平
成
27
年
度
及
び
28
年
度
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
、
全
国
の
都

道
府
県
支
部
の
各
評
価
指
標
の

得
点
か
ら
順
位
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
結
果
、
北
海
道
支

部
は
41
位
と
な
り
、
報
奨
金
の

付
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

０
．
０
１
％
の
財
源
負
担
の
み

発
生
す
る
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
加
入
者
、
事
業
主

の
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
の
取

組
が
、
健
康
保
険
料
率
の
軽
減

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

協会けんぽ インセンティブ☎ 011-726-0352（代表）

すべての加入者、事業主の皆さまの健康づくりの取組が
健康保険料率の軽減につながります！！
加入者、事業主の皆さまのご理解・ご協力をお願いいたします。

制度のイメージ
支部ごとのランキング

＜上位23位の支部にインセンティブ（報奨金）付与＞
＜下位＞ ＜上位＞

財源負担

インセンティブ（報奨金）
※報奨金が0.01％の財源負担を超える支部の
　保険料率が実質的に引き下げとなります。

※この0.01％は3年間で段階的に導入します。平成30年度（保険料率への反映は平成32年度）：0.004％
　→平成31年度（同平成33年度）：0.007％→平成32年度（同平成34年度）：0.01％

インセンティブ分保険料率（0.01％）

人
材
育
成
事
業
の
ご
案
内

人
材
育
成
事
業
の
ご
案
内
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阿
部
養
鶏
場
は
、
阿
部
勇
夫
さ
ん

が
創
業
、
Ｅ
Ｍ
菌
な
ど
自
家
配
合
し

た
飼
料
と
下
川
町
の
湧
き
出
し
水　

を
与
え
、
腸
内
環
境
の
良
い
健
康
な

鶏
か
ら
産
ま
れ
る
卵
「
酵
素
卵
」
を

生
産
し
て
い
た
。

　

阿
部
さ
ん
が
70
歳
を
迎
え
、
事
業

承
継
先
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
金

融
機
関
、
町
、
商
工
会
の
協
力
に
よ

り
、「
ミ
ア
・
ボ
ッ
カ
」
や
「
い
た

だ
き
や
コ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
な
ど
の
飲

食
店
を
展
開
す
る
㈱
イ
ー
ス
ト
ン

（
大
山
泰
正
代
表
取
締
役
社
長
・
本

社
札
幌
市
）
が
事
業
承
継
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

本
年
７
月
に
は
「
下
川
六
〇
（
ロ

ク
マ
ル
）
酵
素
卵
」
の
生
産
性
を
高

め
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
推
進
に
よ

り
地
域
創
生
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
北
海
道
経
済
産
業
局
長
よ

り
「
感
謝
状
」

が
贈
ら
れ
た
。

　

新
規
就
農

に
よ
り
養
鶏

場
を
受
け
継

ぐ
取
締
役
営

業
部
長
の
村

上
範
英
さ
ん
、
生
産
部
長
の
能
籐
一

夫
さ
ん
か
ら
話
を
伺
っ
た
。

◇ 

養
鶏
場
の
承
継
は

　
「
約
１
年
阿
部
さ
ん
に
つ
い
て
養

鶏
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。
阿

部
さ
ん
の
経
験
に
基
づ
い
た
勘
と
か

職
人
技
は
短
期
間
で
は
習
得
で
き
な

い
の
で
、
と
に
か
く
デ
ー
タ
化
を
し

て
い
ま
し
た
」
と
バ
イ
ヤ
ー
経
験
の

あ
る
村
上
さ
ん
。

　
「
生
き
物
で
す
の
で
、
食
べ
る
、

排
泄
す
る
。
こ
の
作
業
は
、
待
っ
て

く
れ
ま
せ
ん
。
卵
を
産
ま
な
い
鶏
を

絞
め
る
と
い
う
作
業
は
今
で
も
一
番

辛
い
で
す
」
と
外
食
産
業
に
携
わ
っ

て
き
た
能
藤
さ
ん
。

◇
「
下
川
六
〇
酵
素
卵
」
に
つ
い
て

　
「
六
〇
は
夏
と
冬
の
寒
暖
差
が

60
℃
、
そ
の
厳
し
い
気
候
の
中
で
、

鶏
は
毎
日
卵
を
産
み
ま
す
。

　

生
産
体
制
を
整
え
、
鶏
の
数
を

６
千
羽
か
ら
１
万
２
千
羽
の
２
倍
に

増
や
し
、
販
路
の
拡
大
に
よ
り
ブ
ラ

ン
ド
化
が
進
み
ま
し
た
。
町
に
恩
返

し
が
出
来
れ
ば
」
と
村
上
さ
ん
。

◇ 

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
「
６
次
化
へ
の
取
組
を
さ
ら
に
進

め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
現

在
は「
プ
リ
ン
」

「
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」

の
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今

年
は
、
オ
ー
ル

下
川
の
食
材
を
使
い
、
加
工
も
下
川

で
行
う
商
品
を
考
え
て
い
ま
す
」
と

村
上
さ
ん
。

　
「
地
元
で
し
か
食
べ
ら
れ
て
い
な

い
卵
を
全
国
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
能
籐
さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

鶏
、
卵
、
６
次
化
に
か
け
る
思
い
を

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

【
企
業
概
要
】

創　

業　

昭
和
39
年
６
月

資
本
金　

３
０
０
万
円

従
業
員　

７
人

挑
戦
す
る
企
業

株
式
会
社
阿
部
養
鶏
場〔
下
川
町
〕

　
１
０
０
回
記
念
大
会
の
夏
の
甲
子
園
は

今
年
も
多
く
の
ド
ラ
マ
、
感
動
を
生
ん
だ
。

　
球
児
た
ち
の
練
習
量
は
相
当
な
も
の
で
、

そ
れ
は
商
売
人
も
同
じ
。
ど
う
す
れ
ば
お

客
様
や
地
域
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
か

と
試
行
錯
誤
の
日
々
が
続
く
。

　
収
穫
の
秋
を
迎
え
、
商
売
人
の
皆
さ
ま

の
努
力
も
実
を
結
び
ま
す
よ
う
に
。

編
集
後
記

2018年度おすすめ講座のご案内

中小企業大学校旭川校 TEL 0166-65-1200

北海道の中小企業及び地域の課題・ニーズに合わせた「自社課題解決型」講座が目白押し！

講座の詳細は で検索！お申込みも web から！

人材育成は中小企業大学校旭川校にお任せください！中小企業の「ひとづくり」に貢献します。

お気軽にお問い合わせください

旭川市緑が丘東 3 条 2 丁目 2-1

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 北海道本部

■№18 管理者のためのマネジメント力強化講座

■№19 管理者養成講座・キャリアアップ編

■№20　利益向上のためのコストダウンの進め方

2018年10月10日（水）～12日（金）　  　　　58,000円（税込）　　　  管理者・新任管理者（候補者）

2018年10月16日（火）～19日（金）　　　　  38,000円（税込）　　　  管理者・新任管理者（候補者）

2018年10月24日（水）～26日（金）　　　　  31,000円（税込） 　　　 管理者・新任管理者（候補者）

期　間 受講料 対象者

期　間 受講料 対象者

期　間 受講料 対象者

中小　旭川

11月7日（水）～9日（金）延べ6日間


